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デジタルアーカイブフェス2025
第Ⅱ部 ジャパンサーチ連携・活用事例等
2025年8月25日



本日の内容

1. 千葉科学大学の紹介

2. 博物館学芸員と大学における養成課程

3. 千葉科学大学での実践例

4. 今後の課題と展望
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１．千葉科学大学について
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千葉科学大学危機管理学部
動物危機管理学科 博物館学芸員
HPより



２． 博物館学芸員と大学における養成課程
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学芸員の養成（資格付与）
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大学に2年以上在学し、
62単位以上修得

学芸員養成課程
〔所定科目を修得〕 

学士の学位を
取得

学士の学位を
未取得

学芸員補としての
勤務経験3年以上
(社会教育主事、司書等)

博物館法第5条第1項第1号、第2号

学芸員資格を取得

・修士若しくは博士の学位等を有し、学芸員補
としての勤務経験が2年以上の者
・大学で博物館に関する科目を2年以上教授し、
学芸員補としての勤務経験が2年以上の者
・次に該当し都道府県教育委員会の推薦する
者
-学士の学位を有し、学芸員補としての勤務経
験が4年以上の者
-大学に入学できる者で、学芸員補としての勤
務経験が8年以上の者等

博物館法第5条第1項第3号

博物館法施行
規則第5条

博物館法施行
規則第9条

・学士の学位を有する者
・大学に2年以上在学、 62単位
以上を修得し、 学芸員補とし
ての勤務経験が2年以上の者

社会教育主事、司書、教育委員会、
学校、社会教育施設等

等

試験認定
<法定8科目 +選択2科目>

審査認定
＜書面審査+面接＞

学芸員補としての
勤務経験1年以上

文部科学大臣が認定

合格者(H30
年度):52名

合格者(H30
年度):22名

文化庁HPより
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旧科目 新科目

科目名 単位数 読替え 科目名
単位
数

読替え 科目名
単位
数

社会教育概論 1 〇 生涯学習概論 1 〇 生涯学習概論 2

博物館学 4 〇 博物館概論 2 〇 博物館概論 2

〇 博物館経営論 1 〇 博物館経営論 2

〇

〇 博物館資料論 2 〇 博物館資料論 2

博物館資料保存論 2

博物館展示論 2

博物館情報論 1

〇
視聴覚教育 1 〇 視聴覚教育メディア論 1 博物館情報・メディア論 2

教育原理 1 〇 教育学概論 1 × 博物館教育論 2

博物館実習 3 〇 博物館実習 3 〇 博物館実習 3

5科目10単位 8科目12単位 9科目19単位

学芸員資格取得に
関する
単位及び試験科目

新旧科目の比較 

2012年改正
（2009年公布）

1996年改正1955年
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科目名 ねらい 内容

博物館情報・
メディア論

博物館における情報の意義と
活用方法及び情報発信の課
題等について理解し、博物館
の情報の提供と活用等に関す
る基礎的能力を養う。

○博物館における情報・メディアの意義
• 情報の意義
• メディアとしての博物館
• ICT社会の中の博物館
• 情報教育の意義と重要性

○博物館情報・メディアの理論
• 博物館活動の情報化
•  資料のドキュメンテーションとデータベース化
• デジタル・アーカイブの意義・方法・課題
• 映像理論、博物館メディアの役割と学習活用

○博物館における情報発信
• 情報管理と情報公開
• 情報機器の活用
• インターネットの活用

○博物館に関する法と権利 知的財産権（著作権等）
• 所有権
• 個人情報（肖像権等）
• 権利処理の方法
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「大学における学芸員養成課程の科目
のねらいと内容について」文化庁HPより
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３． 千葉科学大学でのジャパンサーチ活用事例
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ジャパンサーチ管理マニュアル プロジェクト・
ワークスペース・ギャラリー機能 設定・運用編
2022年7月1日版 ｐ7 より
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ジャパンサーチマニュアルより

マイギャラリー
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ジャパンサーチマニュアルより

マイギャラリーを



学芸員養成課程での実践

➢テーマ別検索課題：

「銚子の地域資源に関する資料を収集し、展示構成を考える」

という課題に対し、ジャパンサーチなどを使って資料を検索

➢ギャラリー制作（仮想展示制作）：

ジャパンサーチから見つけた資料や外部資料、現場で自ら

撮影した画像や動画を用いて、ワークスペース内で展覧会を構築
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事例１
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事例３
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テーマ

決め

•名洗町を知る

•自分の関心のあるテーマを決めて、深掘りする

フィールドワーク・

動画制作

• 実際に町に出て動画を撮ってみよう

• ソフトを使って動画編集・YouTubeにアップしてみよう

ギャラリー
制作

• ジャパンサーチ・ギャラリー機能を使って自分のテーマを探してみる

• 見つけたデータや作った動画をとりこんでみる
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千葉科学大学危機管理学部
動物危機管理学科 博物館学芸員
HPより



銚子市デジタルアーカイブ
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https://adeac.jp/choshi-
city/top/
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ジャパンサーチ マニュアル例



４． 今後の課題と展望
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ジャパンサーチ 活用の成果と課題

成果
➢多様な連携機関との横断検索により、
思いがけない資料との出会いに繋がり
探求心が喚起された

➢地域資源の保存について多面的に理解
する力が養われた

➢ジャパンサーチのマイギャラリーの基本的
な操作の習得をすることができた

➢著作権・利用条件についてジャパンサー
チ内にてライセンス表示を確認することが
でき、知識の定着につながった

課題
➢検索スキルには個人差がある→

    キーワード設定などに工夫が必要

➢編集機能の習熟→

限られた授業時間内で、ジャパンサーチの

豊富な編集機能を十分に教えることは

難しい
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ご清聴ありがとうございました

2025/8/25 33



参考文献
吉村光敏・八木令子・小田島高之「屏風ケ浦海食崖の景観と近年の地形変化─消波堤設置
による侵食様式の変化とその影響─」『千葉中央博研究報告』第16号第2巻、2023、pp73-87

文化庁『博物館資料のデジタル・アーカイブ化の目的・状況について』
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/hakubutsukan/hakubutsukan04/02/pdf/937
34001_01.pdf（最終閲覧2025年7月26日）

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会「３か年総括報告書我が国が
⽬指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて」2020年

デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会「「デジタルアーカイブ活動」の
ためのガイドライン 」2023年

2025/8/25 34

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/hakubutsukan/hakubutsukan04/02/pdf/93734001_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/hakubutsukan/hakubutsukan04/02/pdf/93734001_01.pdf

	スライド 1: 千葉科学大学 「学芸員養成課程の講義における ジャパンサーチ活用事例 －ワークスペースの機能を中心として」
	スライド 2: 本日の内容
	スライド 3: １．千葉科学大学について
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: ２．　博物館学芸員と大学における養成課程
	スライド 8: 学芸員の養成（資格付与）
	スライド 9: 学芸員資格取得に関する 単位及び試験科目  新旧科目の比較 　 
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: ３．　千葉科学大学でのジャパンサーチ活用事例
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18: 学芸員養成課程での実践
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29: 銚子市デジタルアーカイブ
	スライド 30
	スライド 31: ４．　今後の課題と展望
	スライド 32: ジャパンサーチ　活用の成果と課題
	スライド 33: ご清聴ありがとうございました
	スライド 34: 参考文献

